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学知識を学際的に統合した試算モデ、ノレを 図 1流域圏の設定と試算結果(首都圏・生活容量)
構築し、地理情報システム (Grs) を用い解析し地域分布を明らかにした。
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の 関 係 を 求 め る も の と し た 。
(4) 水 資 源 容 量 : 降 水 の 地 中 浸 透 量 の 試 算 に よ る 利 用 可 能 水 資 源 量 と 人 間 活 動 に よ る 水 需 要 量
の 関 係 を 求 め る も の と し た 。
(5) 木 材 資 源 容 量 :森 林 成 長 に よ る 可 能 木 材 資 源 供 給 量 と 人 間 活 動 に よ る 需 要 量 と の 関 係 を 求
め る も の と し た 。
3. 成 果 と 今 後 の 課 題
本 試 算 に よ り 、 私 た ち の 生 活 の 場 と し て の 地 域
環 境 に つ い て 、 ヒ ト と 自 然 の 関 係 の 視 点 か ら 定 量
的 把 握 が 進 め ら れ た 。 課 題 が 多 く 含 ま れ る が 、 都
市 域 と 自 然 域 、 流 域 の 上 流 と 下 流 域 な ど 地 域 間 の
相 互 関 係 や 、 地 域 環 境 の 改 善 に よ り 期 待 さ れ る 効
果 に つ い て 、 ま た 、 環 境 に 直 接 影 響 を 与 え る 環 境
計 画 や ラ イ フ ス タ イ ル の あ り 方 に つ い て 、 ヒ ト と
自 然 の 相 互 作 用 の 視 点 か ら 学 際 的 な 認 識 と 検 討
が 可 能 に な り 、 地 域 環 境 の 向 上 に よ る 、 地 球 環 境
の 向 上 へ の 寄 与 が 期 待 で き る も の と 考 え ら れ る 。
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